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山陽小野田市特別職報酬等審議会 



 

平成３０年(2018年)１月１９日 

 

 

山陽小野田市長 藤 田 剛 二 様 

 

 

山陽小野田市特別職報酬等審議会 

会 長  江 田 方 志 

 

 

市議会議員の議員報酬の額、市長等の給料の額及び行政委員会委員 

の報酬の額等について（答申） 

 

 平成２９年１１月３０日付けで本審議会に諮問のありました市議会議員の議

員報酬の額、市長、副市長、教育長、病院事業管理者及び水道事業管理者の給料

の額及び監査委員、選挙管理委員、公平委員、農業委員及び教育委員の報酬の額

について、総合的かつ客観的に検討し、公平かつ公正な立場で慎重に審議した

結果、下記のとおりとなりましたので、答申します。 

  

記 

 

１ 報酬及び給料の額 

本市の財政状況や、議員、市長等及び行政委員会委員の職責や職務内容、勤

務実態、また、県内他市及び類似団体との均衡等から、報酬及び給料の額につ

いては、据え置くことが妥当であると判断した。 

 

２ 当面支給すべき報酬及び給料の額 

本市の財政状況は、各種指標からは依然として厳しい財政状況下にあるこ

とが伺えるため、現行の減額措置を続けていくことが妥当であるが、その割合

については、次の結論に至った。 

（１）市議会議員の議員報酬の額、監査委員、農業委員及び教育委員の報酬の額

については、減額後の報酬の額及び類似団体の減額の状況から、現在の減

額率１０％を５％に変更することが妥当と判断した。 

（２）市長、副市長、教育長、水道事業管理者及び病院事業管理者については、

類似団体との比較の中で期末手当及び退職手当の支給状況から、現行のま

ま減額率１０％とすることが妥当と判断した。 

 

 

 



 

３ 農業委員会の委員に対する能率給の導入 

  国の施策として導入が要請されていること、また、活動実績に基づき支給

されるものであることを踏まえ、国からの支援措置を前提として導入するこ

とが妥当であると判断した。 

 

４ 付帯意見 

(１) 市議会議員の議員報酬の額、市長等の給料の額及び行政委員会委員の

報酬の額については、本来、減額は一時的な措置であり、合併後１２年

間、継続して減額措置がなされている状況からすれば、「当面支給すべ

き報酬及び給料の額」が「報酬及び給料の額」であるとも考えられるの

で、「報酬及び給料の額」について、今後検討されたい。 

(２) 農業委員会の委員に対する能率給の導入については、国からの支援措

置の状況及び県内他市並びに類似団体との均衡等から、導入時期及び額

について、今後検討されたい。 

(３) 附属機関である各種審議会の委員報酬の額は、本市の財政状況等から

減額措置がなされているが、審議会での勤務の対価としては厳しいもの

であるので、適切な報酬について、今後検討されたい。 

 

  



 

（参考） 

平成２９年度山陽小野田市特別職報酬等審議会 委員名簿 

（会長以降は五十音順） 

役職 所属団体等 氏  名 

会長 小野田商工会議所 副会頭 江 田 方 志 

委員 小野田青年会議所 副理事長 梅 野 裕 恵 

委員 山陽小野田市女性団体連絡協議会副会長 小 松 文 子 

委員 公募委員 篠 原 孝 允 

委員 厚狭郡医師会 理事 田 中 俊 朗 

委員 
連合山口中部地域協議会 

山陽小野田地区会議 副代表 
長 楽 飛 鳥 

委員 山陽小野田市文化協会 監事 温 井 允 武 

委員 山陽小野田市体育協会 会長 平 中 政 明 

委員 小野田医師会 理事 藤 村 嘉 彦 

委員 山陽商工会議所 常議員 村 口 達 美 

 

  



 

山陽小野田市特別職報酬等審議会 開催状況 

 開 催 日 主 な 内 容 

第１回 平成 29 年 11 月 30 日(木) 
辞令交付、会長選出、諮問書交付、 

資料説明及び質疑応答 

第２回 平成 29 年 12 月 21 日(木) 
市議会議員の報酬、市長等の特別職の

給料及び行政委員会の委員報酬の審議 

第３回 平成 29 年 12 月 28 日(木) 

市議会議員の報酬、市長等の特別職の

給料及び行政委員会の委員報酬の審議

及び農業委員会の委員に対する能率給

の導入についての審議 

第４回 平成 30 年 01 月 11 日(木) 答申内容の検討 

 

 


